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九谷焼技術者自立支援工房 中期経営目標 

（実施期間 令和５年度～令和９年度） 

令和５年３月  策定 

 

１ 施設の設置目的 

本県の伝統産業である九谷焼の振興を図るため、九谷焼産業を担う人材の自立を支援

することを目的として設置しています。 

 

２ 施設の果たすべき役割 

個室及び共同工房からなるインキュベーション施設として、九谷焼産業を担う人材の

創作活動と自立の支援を行うほか、共同工房の充実した設備を開放し、事業者の商品開

発等の支援を行っています。 

  

３ 事業内容 

（１）共同工房 

窯場、釉薬室等の九谷焼の制作に必要な全ての設備を備えており、九谷焼の制作に

従事し、又は従事しようとする者に、これらの設備を有料で貸し出しています。 

また、個室工房入居者や共同工房利用者を支援するため、「ギャラリー彩（いろどり）」

にて、制作作品等の展示を行っています。 

 

（２）個室工房 

電気窯、作業台等を備え、成形から上絵までの一貫制作ができ、長期間(最長３年間)

自由に使用できる個室工房(５室)を、九谷焼制作に５年以上従事し、かつ、相当の経

験と技能を有し、自立の支援を必要とする者に、有料で貸し出しています。 

 

４ 現状と課題 

（１）共同工房利用者の確保・支援について 

・共同工房については、平成２９年度に１，０７４人の利用がありますが、一層の利

用促進に向け、アンケート調査などを通じ、利用者の意見を聞き、作業環境や利用

方法の改善に努めるとともに、九谷焼技術研修所や業界と連携を積極的に図りなが

ら、ＰＲに努めていく必要があります。 

・ホームページについては、ガス窯、上絵窯等設備の予約が可能ですが、さらなる内

容充実を図り、アクセス数の向上に向け、改善していく必要があります。 
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(２)個室工房入居者の支援について 

・入居者が自立できるよう、隣接する九谷焼技術研修所のデザイン支援事業等への参加

を促すなど、技術、経営面の指導や販路開拓の支援を行っていますが、伝統産業を取

り巻く環境は、市場縮小等もあり、依然として厳しい状況にあり、より一層の支援が

必要となっています。 

・入居者の意見を聞きながら、各個室へ空調設備の設置等を行ってきたところであり、

引き続き、作業環境の改善に努めていく必要があります。 

 

（３）「ギャラリー彩」の充実について 

・春の九谷茶碗まつり、秋の九谷陶芸村まつりに合わせた作品の展示の開催などを行

っていますが、展示内容の充実など魅力向上やＰＲを工夫し、情報発信に努めていく

必要があります。 

 

（４）施設運営の効率化について 

・庁舎維持管理費については、平成１３年の開設当初から警備、清掃、電気設備、空調 

 設備などの業務を委託するなど工夫してきたところであり、一層の経費節減など、施

設運営の効率化に努めていくこととしています。 

 

５ 中期経営目標 

（１）中期経営目標 

 

 

 

 

 

（２）測定指標と目標値 

   ※満足度はアンケート結果の「満足」及び「概ね満足」の合計 

 

 

測定指標 
基準値 

(Ｈ２９～Ｒ１平均) 

中間目標値 

（Ｒ７） 

最終目標値 

（Ｒ９） 

① 共同工房施設利用者数 １，０３０人 １，０６０人 １，０８０人 

② 個室工房入居率 １００％ １００％ １００％ 

③ 工房利用者満足度※ ９６％ ９０％以上 ９０％以上 

① 共同工房利用者数を５年間で５％増加させます。 

 ② 個室工房入居率１００％を維持します。 

 ③ 工房利用者満足度は、引き続き９０％以上を維持します。 
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６ 目標達成に向けた具体的な取組内容 

（１）共同工房利用者の確保・支援について 

・石川県九谷陶磁器商工業協同組合連合会及び各企業等関係者と密接に連携を図り、

共同工房の利用を促すとともに、研修所卒業生へ利用を促します。 

・九谷焼技術研修所の現役研修生の自主制作などで利用を促すなどの利用促進策を検

討します。 

・ホームページについては、利便性を高めるため、使い勝手を改善するとともに、引

き続き、共同工房利用者の個展・グループ展の開催情報など九谷焼の魅力発信の充

実に努めます。 

・利用者アンケート調査を実施し、これまで以上に利用者の意見を聞き、作業環境や

利用方法の改善に努めます。 

・定期的に施設のメンテナンスを行い、現状の水準を下がらないように利用促進に努

めます。 

 

  (２)個室工房入居者への支援 

・入居者の自立を支援するため、技術面、経営面の指導を行うため、デザイン支援事

業への参加を促すとともに、ホームページで入居者の個展・グループ展の開催情報

等の提供を行います。 

・ギャラリー彩での展示のほか、春の九谷茶碗まつり、秋の陶芸村まつりへの参加を

促します。 

 

（３）「ギャラリー彩」の充実 

・来訪する一般客、業界関係者やバイヤー等に、展示作品をよりアピールし、常設展

示を３ヶ月ごと又は、季節にあった作品に入れ替えるなど、展示方法の改善に努め

ます。 

・より多くの方々にギャラリー彩を知っていただき、来所してもらえるよう、県や各

市町の広報媒体を利用し PRに努めます。 

・ホームページにおけるギャラリー彩からの情報提供を充実させます。 
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参考資料 

 

１施設の利用状況 

 （１）利用指標（利用人数、稼働率などの状況） 

指標 H２９ H30 R1 R2 R3 

共同工房施設利用者数 1074 人 960 人 1,057 人 894 人 786 人 

共同工房設備利用件数 824 件 850 件 903 件 853 件 795 件 

個人工房(貸室)の入居率 100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 

「ギャラリー彩」見学者数 6,429 人 8,159 人 7,536 人 1,668 人 4,261 人 

 

 （２）使用料の収入実績                        (単位：円) 

指標 H２９ H30 R1 R2 R3 

共同工房施設使用料 3,046,460 3,550,060 4,047,990 3,562,000 3,717,630 

個室工房施設使用料 1,606,900 1,684,060 1,345,890 1,322,440 1,872,410 

 

２収支の状況                                     (単位：千円) 

項目 H２９ H30 R1 R2 R3 

歳入 

共同工房施設使用料 3,046 3,550 4,048 3,562 3,718 

個室工房個室使用料 1,607 1,684 1,346 1,322 1,872 

個室工房光熱水費 1,334 1,390 1,066 1,006 1,229 

一般財源 6,095 3,294 3,496 5,638 4,284 

計 12,082 9,918 9,956 11,528 11,103 

歳出 

職員費 5,008 5,584 5,876 5,604 5,490 

管理運営費 4,879 4,334 4,080 4,124 4,902 

工房整備費 2,195   1,800 711 

計 12,082 9,918 9,956 11,528 11,103 

 

３利用者 1 人あたりの一般財源投入額 

 H２９ H30 R1 R2 R3 

一般財源投入額(千円) ① 6,095 3,294 3,496 5,638 4,284 

 職員費を除いた額(千円) ①’ 1,087 0 0 34 0 

利用者数(人) ② 2,827 2,783 2,882 2,719 2,611 

利用者１人あたりの一般財源投入額

(円) 

①÷② 

2,156 1,184 1,213 2,074 1,641 

 職員費を除いた額(円) ①’÷

② 

385 0 0 13 0 

 


